

















































第 1 章：はじめに  
 
■  研究の目的と意義  
 



















■  先行研究  
 












■  調査方法  
 
すでに述べたとおり 1970 年代から 90 年代にかけて中国の日本語教育については、記述
された一次資料がほとんどなく、数少ない統計数値も信頼性にやや問題がある。したがっ
て、フィールドワークによる参与観察とインタビュー調査によって証言を得た後、入手可
能な文献と対照して、その原因・理由を探った。調査は 2002 年から 2003 年までの 1 年間










第 2 章：中国朝鮮族と少数民族教育  
 
■  中国朝鮮族  
 
朝鮮族はいうまでもなく韓国・北朝鮮の住民と同じ出自をもち、同じ言語を話す集団で


















































第 3 章 中国朝鮮族の日本語教育  
 












































































第 4 章 朝鮮族の日本語教育の構造と変遷  
 




























































3 万人～5 万人  とも 8 万人  ともいわれる朝鮮族が日本で学んでいるといわれる。このよ
うに、朝鮮族の多くが留学先に日本を選ぶのは、民族学校において日本語教育がおこなわ
れてきたからであることはいうまでもない。  
ところで、日本人は、朝鮮族を中国語と韓国語、そして日本語の 3 言語を使いこなせる
人材として評価するが、じつは、このように朝鮮族が 3 言語話者として生活しているのは
 
10  
 
日本のみであるといえる。なぜなら「南方」に赴いた朝鮮族は、ほとんど朝鮮語を使用す
る機会がなく、また、韓国で生活する朝鮮族は、ほとんど漢語を使用するチャンスを持た
ないからである。しかし、日本に留学した朝鮮族は、その生活圏が中国人（漢族）、韓国人、
そして日本人のすべてと重なりあうことが一般的にみられる  。したがって、来日した朝鮮
族は、本国にいるよりも、また韓国にいるよりも、その「中国朝鮮族」という独自のアイ
デンティティを意識し、また発揮できる環境にあるといえる。こうして、日本社会の中に、
独自の「朝鮮族アイデンティティ」とコミュニティが形成されようとしているが、その行
く末がどのようなものになるかは、いまのところわからない。  
従来、日本語教育史研究において、1945 年以前、日本の東アジア侵略政策にともなって
展開された日本語教育は「満州国」の消滅とともに消え去ったととらえられていた。しか
し、それは消滅したのではなく、当時の学習者により 30 数年後におもいがけず「再開」
され、その後も自律的に展開し、現在にいたっているのである。  
 
 
